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ＺＥＮ２０６１Ｐ／Ｆ

ＴＭカウンタトレイン

はプログラマブル・ユニバーサル・カウンタＩＣで、最大６チャンネルのカウントがカウンタトレイン
可能です。カウンタ長は８ビット単位で可変で、合計９６ビット内蔵しています。

は、８ビット長のカウンタが列車の様に１２個連なった構成で、カウンタを貨車の様カウンタトレイン
に編成して、最大６個のカウンタ（列車）に構成することができます。
カウンタに送るアップダウン信号を生成する位相弁別回路を６個内蔵し、その２つを組み合わせて偏差

カウンタを構成することもできます。

１、特 徴
○カウンタ分解能

９６ビット（８ビット×１２）
端子配置図○位相弁別部回路

６個 (Top View)
○カウンタ応答速度

５Ｍｃｐｓ（システムクロック周波数
１０ＭＨｚ時）

○入力形式
アップダウン ６組
符号＋パルス ６組
インクリメンタル ６組
偏差入力 ３組

○ＣＰＵインターフェース
８０系、６８系選択可能

○データバス
８ビット

○システムクロック
Ｍａｘ １０ＭＨｚ

○機能設定
内部レジスタ

○外部コントロール
プログラマブルデータラッチ
プログラマブルデータロード

○クリア選択
カウンタのクリア条件がプログラマブル

○異常入力検出機能
異常入力検出時割り込み出力発生

○プロセス
ＣＭＯＳ

○＋５Ｖ 単一電源
○パッケージ

（ＺＥＮ２０６１Ｐ）ＤＩＰ ４０ピン
（ＺＥＮ２０６１Ｆ）ＱＦＰ ６４ピン

・主な用途
多軸ＮＣ／ロボット制御
リニアスケール
多チャンネルＤＣサーボ
多チャンネル周波数タイマー

カウンタトレインは株式会社ジーニックの商標です。 ZENIC INC.
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２、ブロック図

CS1
CS0
C/D ＣＰＵ データバス D7～D0
(R/W)RD インタフェース バッファ
(E)WR
80/68

制 御 回 路

LT
LD

ﾛｰﾄﾞ ｶｳﾝﾀ ﾗｯﾁ
ﾚｼﾞｽﾀ0 0 ﾚｼﾞｽﾀ0

UP/DR/A0 ﾁｬﾝﾈﾙ
DW/PL/B0 0
CLR0

1

位相

弁別
2

：偏差グループ
UP/DR/A1
DW/PL/B1 1
CLR1

3 ：カウンタ要素

4
UP/DR/A2
DW/PL/B2 2
CLR2

5

位相

弁別
6

UP/DR/A3
DW/PL/B3 3
CLR3

7

8
UP/DR/A4
DW/PL/B4 4
CLR4

9

位相

弁別
10

UP/DR/A5
DW/PL/B5 5
CLR5

11

割込制御回路 INT

CLK
RESET

ZENIC INC.
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３、端子機能

DIP QFP 端子記号 端子名称 I/O 端 子 説 明
カウンタトレインの内部レジスタの切り替えに使

コマンド
１ ５９ Ｃ／Ｄ I 用します。”Ｈ”でコマンド・レジスタが、”Ｌ

／データ
”でデータ・レジスタが選択されます。
ＣＰＵがカウンタトレインを選択するための入力

２ ６１ ＣＳ１ チップセレクト です。ＣＰＵが本ＬＳＩを選択するにはＣＳ１を
I

３ ６２ ＣＳ０ １、０ ”Ｈ”にし、かつＣＳ０を”Ｌ”にしなければな
りません。
ＣＰＵ８０モード（８０／６８＝”Ｈ”）
ＣＰＵからのＲＤ信号を入力します。この信号を

ＲＤ リード
”Ｌ”にすることによりＣＰＵはカウンタトレイ
ンに対して読みだし動作を行えます。

４ ６４ I
ＣＰＵ６８モード（８０／６８＝”Ｌ”）
ＣＰＵからのＲ／Ｗ信号を入力します。この信号
のレベルによりＣＰＵはカウンタトレインに対し

Ｒ／Ｗ リード／ライト
て読みだし、書き込み動作を行えます。
・”Ｈ”：読みだし
・”Ｌ”：書き込み
ＣＰＵ８０モード（８０／６８＝”Ｈ”）
ＣＰＵからのＷＲ信号を入力します。この信号を

ＷＲ ライト
”Ｌ”にすることによりＣＰＵはカウンタトレイ
ンに対して書き込み動作を行えます。

５ １ I
ＣＰＵ６８モード（８０／６８＝”Ｌ”）
この端子はＣＰＵとカウンタトレインのデータ転

Ｅ イネーブル
送の同期信号を入力します。この信号は通常ＣＰ
Ｕのφ２クロックを入力します。
カウンタトレインのレジスタの内容がリセットさ

６ ２ ＲＥＳＥＴ リセット I
れます。

７ ３ Ｄ７ ＣＰＵとの間でデータ転送を行うための入出力信
８ ６ Ｄ６ 号です。

１１ １１ Ｄ５
１２ １２ Ｄ４

データバス I/O
２８ ３８ Ｄ３
２９ ４０ Ｄ２
３１ ４３ Ｄ１
３２ ４４ Ｄ０

システム カウンタトレイン内部の信号の同期に使用します
９ ８ ＣＬＫ I

クロック 。
この信号の立ち下がり検出時、ロードレジスタの
内容がカウンタに書き込まれます。

１３ １４ ＬＤ データロード I
カウンタグループ 毎に、この書き込み動作を許１）

可、禁止することができます。
この信号の立ち下がり検出時、カウンタの内容が
ラッチレジスタにラッチされます。

１４ １７ ＬＴ データラッチ I
カウンタグループ 毎に、この書き込み動作を許１）

可、禁止することができます。
ＵＰ０ アップダウン方式を選択した場合、この信号の立

アップパルス
１５ １８ ～ＵＰ５ ち上がり検出時にカウンタが１増加します。
１８ ２２ 符号＋パルス方式を選択した場合、この信号入力
２１ ２８ ＤＲ０ によりカウンタのアップ、ダウンが決まります。

符号 I
２４ ３２ ～ＤＲ５ ・”Ｈ”：増加符号
３４ ５０ ・”Ｌ”：減少符号
３７ ５３ Ａ０ インクリメンタル方式を選択した場合、インクリ

Ａ相
～Ａ５ メンタル方式２相信号のＡ相を入力します。

ZENIC INC.
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DIP QFP 端子記号 端子名称 I/O 端 子 説 明
ＤＷ０ アップダウン方式を選択した場合、この信号の立

ダウンパルス
１６ １９ ～ＤＷ５ ち上がり検出時にカウンタが１減少します。
１９ ２３ 符号＋パルス方式を選択した場合、この信号の立
２２ ２９ ＰＬ０ ち上がり検出時にカウンタが１増加または減少し

パルス I
２５ ３３ ～ＰＬ５ ます。増加するか減少するかは、符号入力により
３５ ５１ 決まります。
３８ ５４ Ｂ０ インクリメンタル方式を選択した場合、インクリ

Ｂ相
～Ｂ５ メンタル方式２相信号のＢ相を入力します。

１７ ２０ カウンタグループ の内容をクリアします。１）

２０ ２５ ＣＬＲ０ クリアの条件は次の４つから選択できます。
２３ ３０ ～ クリア I ・”Ｈ”検出時
２６ ３４ ＣＬＲ５ ・同期クリア（インクリメンタル方式のみ）
３６ ５２ ・立ち上がり検出時
３９ ５５ ・立ち下がり検出時

各ＡＢ相に異常入力が発生した場合、この信号を
２７ ３５ ＩＮＴ 割り込み要求 O

”Ｌ”にします。
この信号のレベルにより接続されているＣＰＵが
８０系か６８系かを判断します。

３３ ４６ ８０／６８ ＣＰＵ選択
I ・”Ｈ”：８０系モード

・”Ｌ”：６８系モード
４０ ５７ Ｖ 電源 － ＋５ＶＣＣ

１０ １０
Ｖ 電源 － ０ＶＳＳ

３０ ４２

４、(1)を参照願います。１）

４、コマンド・レジスタ（書き込みのみ） Ｃ／Ｄ＝１
コマンドには、コマンドが即時実行されるものと、レジスタ選択後、データポート（Ｃ／Ｄ＝０）を
通してコマンドが実行されるものがあります。

(1)コマンド
即時実行されるコマンドです。

①データ・ロード
各カウンタグループ に対するロード命令です。ここで指定したカウンタグループにデータが１）

ロードされます。単発動作のため再度設定する必要はありません。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
０ １ GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0

GPn 機 能
１ ロード実行
０ ノー・オペレーション

②データ・ラッチ
各カウンタグループ に対するラッチ命令です。ここで指定したカウンタグループのデータが１）

ラッチされます。単発動作のため再度設定する必要はありません。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
１ ０ GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0

GPn 機 能
１ ラッチ実行
０ ノー・オペレーション

ZENIC INC.
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カウンタグループＧＰｎは入力チャンネルＣＨｎまたはＣＨｎの偏差を入力とするカウンタグループ１）

のことです。

③ＩＮＴリセット
異常入力によるＩＮＴ信号およびステータスのリセット命令です。ここで指定した入力チャンネル

のＩＮＴ出力が解除されます。単発動作のため再度設定する必要はありません。２）

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
１ １ CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0

CHn 機 能
１ ＩＮＴ信号リセット
０ ノー・オペレーション

入力チャンネルとはＵＰ／ＤＲ／Ａｎ、ＤＷ／ＰＬ／Ｂｎ、ＣＬＲｎ（ｎ＝０～５）を示します。２）

(2)レジスタ選択
ここで選択したレジスタにより、データポート（Ｃ／Ｄ＝０）を通してＩＣ内部のレジスタへのデー

タ書き込こみ、読み出しが可能となります。レジスタへの書き込みによりカウンタの動作を決定し、読
みだしにより、カウンタの状態を知ることができます。データポートのフォーマットに関しては、６、
データポートを参照して下さい。

レジスタ選択の内容を下記に示します。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
Ｒ７ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ１ Ｒ０

R7 R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0 選択されるレジスタ
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ロード、ラッチレジスタ
０ ０ ０ ０ ～ R3～R0はロード、ラッチレジ
０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ スタの番号に相当します。
０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ 入力チャンネルレジスタ
０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ カウンタ入力レジスタ
０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ 異常入力用マスクレジスタ
０ ０ ０ ０ １ １ １ １ 外部ＬＤマスクレジスタ
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 外部ＬＴマスクレジスタ

ZENIC INC.
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（読みだしのみ） Ｃ／Ｄ＝１５、ステータス・レジスタ
カウンタトレインの状態を知るためのレジスタです。
Ｄ０～Ｄ５によりＩＮＴ信号の発生している入力チャンネルを知ることができます。ただし、異常入力
の発生によるＩＮＴ信号の発生の有無は、その入力チャンネルにおいてＩＮＴ出力が許可されていなけ
ればなりません。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
LD LT CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0

CHn 異常入力のためのＩＮＴ出力
０ 発生していない
１ 発生している

ＩＮＴリセットコマンドを実行すると
リセット（”０”）されます。

LT ＬＴ入力
０ 発生していない
１ 外部ＬＴ発生

ラッチレジスタの内容
（どの８ビットでも）が
読みだされるとリセット
（”０”）されます。

LD ＬＤ入力
０ 発生していない
１ 外部ＬＤ発生

ステータスレジスタの内容が
読みだされるとリセット
（”０”）されます。

ステータスレジスタのＤ７ビットは、ステータス読み出し中にＬＤ入力が発生してもリセットされます。

６、データポート Ｃ／Ｄ＝０
(1)ロード、ラッチレジスタ選択（読みだし、書き込み）
レジスタ選択で選択されたロード、ラッチレジスタ番号に相当する８ビット分のデータが書き込み、
読みだしができます。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０

ロードレジスタ：書き込みのみ
ラッチレジスタ：読みだしのみ

ZENIC INC.
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(2)入力チャンネル設定（書き込みのみ）
チャンネル０～チャンネル５の入力形式、カウンタグループのクリア条件、異常入力発生時の処理

を設定します。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
INT C1 C0 MD1 MD0 CS2 CS1 CS0

CS2 CS1 CS0 入力チャンネル
０ ０ ０ CH0
０ ０ １ CH1
０ １ ０ CH2
０ １ １ CH3
１ ０ ０ CH4
１ ０ １ CH5

MD1 MD0 入力形式選択
０ ０ アップダウン
０ １ 符号＋パルス
１ ０ インクリメンタル

リセット時：００

C1 C0 クリア条件設定
０ ０ ”Ｈ”検出時
０ １ 同期クリア
１ ０ 立ち上がり検出時
１ １ たち下がり検出時

リセット時：００
同期クリアは、入力形式がインク
リメンタル以外の場合には、動作
が保証されません。

異常入力発生時のＩＮＴ
INT

出力の処理
０ 出力禁止
１ 出力許可

リセット時：０
(3)カウンタ設定（書き込みのみ）
各カウンタの入力を設定します。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
０ ０ CN1 CN0 CT3 CT2 CT1 CT0

CT3 CT2 CT1 CT0 カウンタＮｏ．

CN1 CN0 入 力 選 択
０ ０ 前段のカウンタ出力
０ １ 入力チャンネル出力
１ １ 偏差出力

カウンタＮＯ．０はＣＮ１、ＣＮ０＝００
の設定はできません。
リセット時：０１

ZENIC INC.
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カウンタＮＯ． 前段カウンタ 入力チャンネル 偏 差
０ － ＣＨ０ ＣＨ０＋ＣＨ１
１ ０ ＣＨ０ ＣＨ０＋ＣＨ１
２ １ ＣＨ１ ＣＨ１＋ＣＨ０
３ ２ ＣＨ１ ＣＨ１＋ＣＨ０
４ ３ ＣＨ２ ＣＨ２＋ＣＨ３
５ ４ ＣＨ２ ＣＨ２＋ＣＨ３
６ ５ ＣＨ３ ＣＨ３＋ＣＨ２
７ ６ ＣＨ３ ＣＨ３＋ＣＨ２
８ ７ ＣＨ４ ＣＨ４＋ＣＨ５
９ ８ ＣＨ４ ＣＨ４＋ＣＨ５

１０ ９ ＣＨ５ ＣＨ５＋ＣＨ４
１１ １０ ＣＨ５ ＣＨ５＋ＣＨ４

(4)異常入力用マスクレジスタ選択（読みだし、書き込み）
入力チャンネルレジスタで設定されるＤ７ビット（ＩＮＴ）が、このレジスタを選択することで全

チャンネル一度に設定することが可能です。
また、異常入力用マスクレジスタの禁止、許可の状態が読みだせます。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
０ ０ CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0

CHn 機 能
１ ＩＮＴ出力許可
０ ＩＮＴ出力禁止

(5)ＬＤマスクレジスタ設定（書き込み、読みだし）
外部ＬＤ信号を各カウンタグループ毎に許可、禁止する命令です。許可されているカウンタグループ
のカウンタのみ、ＬＤ信号の立ち下がり検出時データレジスタの値がロードされます。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
０ ０ GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0

GPn 外部ＬＤ信号
１ 許 可
０ 禁 止

リセット時：０

(6)ＬＴマスクレジスタ設定（書き込み、読みだし）
外部ＬＴ信号を各カウンタグループ毎に許可、禁止する命令です。許可されているカウンタグループ
のカウント値のみ、ＬＴ信号の立ち下がり検出時ラッチレジスタへラッチされます。

Ｄ７ Ｄ６ Ｄ５ Ｄ４ Ｄ３ Ｄ２ Ｄ１ Ｄ０
０ ０ GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0

GPn 外部ＬＴ信号
１ 許 可
０ 禁 止

リセット時：０
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７、異常入力検出機能
は、各チャンネル毎に入力が正常な状態遷移を行っているかを検出する機能をカウンタトレイン

有しています。
ＩＮＴ出力が許可されている場合に、異常な状態遷移が起こると、異常が発生したステイタスの
ビットをセットし、ＩＮＴ信号を”Ｌ”にします。
ＩＮＴ出力が禁止されている場合は、ステイタスおよびＩＮＴ信号は変化しません。
入力形式によって異常入力の定義が異なります。入力形式と異常入力の定義について説明します。

(1)アップダウン形式
異常入力の定義はありません。

(2)符号＋パルス形式
ＰＬの立ち上がり時にＤＲが変化した場合。異常入力例を図３－１に示します。

(3)インクリメンタル形式
Ａ、Ｂとも同時に変化した場合。異常入力例を図３－２に示します。

異常な状態遷移の原因には、例えば次のようなものがあります。

①入力信号の変化時間が規定値より短いた めサンプリングができなくなった場合。

②ラインノイズをサンプリングし、異常な 状態遷移と認識した場合。
図３：異常入力例

ＤＲ

ＰＬ

異常入力

Ｔ０

図３－１：符号＋パルス形式の場合

Ａ

Ｂ

異常入力

Ｔ０

図３－２：インクリメンタル形式の場合

Ｔ０： 内部のサンプリングクロックカウンタトレイン

ZENIC INC.
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８、動作タイミング
各チャンネル入力はＣＬＫを分周したＴ０の立ち上がりで２度サンプリング（シフトレジスタ２段分、

と等価）され、位相弁別回路に取り込まれます。カウンタはＣＬＫの立ち上がりで動作を行いますが、
カウンタ設定、クリア条件設定によりタイミングが異なります。設定によるタイミングの違いについて
説明します。
図中のＴ０、Ｔ１はカウンタトレイン内部の信号です。

(1)カウンタ設定による違い
①前段のカウンタ出力を選択した場合
同一カウンタグループに属する初段カウンタの入力形式によるタイミングと同一タイミングで
カウントします。

②入力チャンネル出力を選択した場合
入力チャンネルをＴ１が”Ｈ”のタイミングでカウントします。図４－１を参照願います。

③偏差出力を選択した場合
入力チャンネルを②と同一のタイミングで、偏差グループのもう一方をＴ１が”Ｌ”のタイミング
でカウントします。図４－１を参照願います。

(2)クリア条件設定による違い
①”Ｈ”検出時
ＣＬＲｎをサンプリングし２回以上連続して”Ｈ”が検出されると図４－２のタイミングでグルー
プｎのカウンタがクリアされます。

②立ち上がり、立ち下がりエッジ検出時
ＣＬＲｎをサンプリングし、立ち上がりの場合は”Ｌ”→”Ｈ”、立ち下がりの場合は”Ｈ”→
”Ｌ”の変化が検出されると、それぞれ図４－２のタイミングでグループｎのカウンタがクリア
されます。

③同期クリア
次の３条件を満足したときに図４－２のタイミングでグループｎのカウンタがクリアされます。
・ＣＬＲｎが”Ｈ”
・Ｂｎが”Ｌ”
・Ａｎが変化した（”Ｈ”→”Ｌ”または”Ｌ”→”Ｈ”）

(3)ロード、ラッチタイミング
ＬＤ、ＬＴ信号はＣＬＫの立ち上がりでサンプリングされています。
ＬＤの”Ｈ”→”Ｌ”の変化を検出すると次のＣＬＫの立ち上がりでロードレジスタの内容を
カウンタにロードします。
ＬＴの”Ｈ”→”Ｌ”の変化を検出するとそのＣＬＫの立ち下がりでカウンタの内容をラッチ
レジスタにラッチします。図４－３を参照願います。
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図４－１：動作タイミング１（チャネルカウントと偏差カウント）

ＣＬＫ

Ｔ０

Ｔ１

Ａ０

Ｂ０

Ｕ１

Ｄ１

ＣＮＴ０ N N+1 N+2
（入力チャネル）
ＣＮＴ０ N N+1 N+2 N+3 N+2
（偏差入力）
ＣＮＴ２ N N+1 N
（入力チャネル）
ＣＮＴ２ N N+1 N+2 N+3 N+2
（偏差入力）

ＣＮＴ０：No.0のカウンタ
ＣＮＴ２：No.2のカウンタ

図４－２：動作タイミング２（クリア）

ＣＬＫ

Ｔ０

Ｔ１

ＣＬＲｎ

ＣＮＴｍ N 00H ｶｳﾝﾄ開始
（Ｈレベル）
ＣＮＴｍ N 00H ｶｳﾝﾄ開始
（立ち上がり）
ＣＮＴｍ N 00H ｶｳﾝﾄ開始
（立ち下がり）
Ｂｎ

Ａｎ
1→0または0→1

ＣＮＴｍ N 00H ｶｳﾝﾄ開始
（同期クリア）

ｎ：No.nのカウンタグループ
ＣＮＴｍ：No.nのカウンタグループに属するカウンタ
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図４－３：動作タイミング３（データロード、データラッチ）

ＣＬＫ

ＬＤ

ＬＴ

ＬＤＲｎ＝Ｍの場合
ＣＮＴｎ L M

ＬＴＲｎ N M

ＬＤＲｎ：No.nのロードレジスタ
ＣＮＴｎ：No.nのカウンタ
ＬＴＲｎ：No.nのラッチレジスタ

９、偏差グループにおけるチャンネル間の差をカウントする方法
一般的な数値制御は図５のようになっています。
カウンタトレインは偏差グループにおける２つのチャンネルの和をカウントすることが可能なので

差をカウントさせる場合は外部での工夫が必要です。
図５において、制御計数値（Ｚ）は、指令信号（Ｘ）とフィードバック信号（Ｙ）により次の式で

表せます。。
Ｚ＝Ｘ－Ｙ＝Ｘ＋（－Ｙ）
この式より、フィードバック信号を逆転させてカウンタトレインに入力させればよいことが分かり

ます。
入力を逆転させる接続例を表１に示します。

図５：数値制御概念図

フィードバック カウンタトレイン 制御系
信号（Ｙ）

－
制御計数値（Ｚ）

指令信号（Ｘ）
＋

表１：接続例
形 式 カウンタトレイン信号名 接 続 す る 信 号
アップ ＵＰｎ ダウン信号
ダウン ＤＷｎ アップ信号
符号＋ ＤＲｎ 符号を反転させた信号
パルス ＰＬｎ パルス信号
インクリ Ａｎ Ａ相を反転させた信号 Ｂ相信号
メンタル Ｂｎ Ｂ相信号 Ａ相信号

ZENIC INC.
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１０、電気的特性

（１）絶対最大定格

項 目 記 号 条 件 定 格 値 単位
電 源 電 圧 Ｖ －０．５ ～ ＋７ ＶＤＤ

入 力 電 圧 Ｖ －０．５ ～ Ｖ ＋０．５ ＶＩ ＤＤ

出 力 電 圧 Ｖ Ｔ ＝２５℃ －０．５ ～ Ｖ ＋０．５ ＶＯ ａ ＤＤ

入 力 電 流 Ｉ 基準はＶ ＝０Ｖ －１０ ～ ＋１０ ｍＡＩ ＳＳ

出 力 電 流 Ｉ －１０ ～ ＋１０ ｍＡＯ

保 存 温 度 Ｔ －５５ ～ ＋１２５ ℃ＳＴＧ

（２）推奨動作条件

Ｖ ＝０ＶＳＳ

定 格 値
項 目 記 号 単位

最 小 標 準 最 大
電源電圧 Ｖ ４．５ ５．０ ５．５ ＶＤＤ

動作温度 Ｔ －４０ ＋２５ ＋８５ ℃ＯＰＲ

Ｈレベル
Ｖ ２．２ ＶＩＨ

入力電圧
Ｌレベル

Ｖ ０．８ ＶＩＬ
入力電圧

（３）入力／出力容量

規 格
項 目 記 号 条 件 単位

最 小 標 準 最 大
入力端子 Ｃ Ｖ ＝Ｖ ＝Ｖ ＝Ｖ － ６ －ＩＮ ＤＤ Ｉ Ｏ ＳＳ

出力端子 Ｃ ｆ＝１ＭＨｚ － ９ － ｐＦＯ

入出力端子 Ｃ Ｔ ＝２５℃ － １０ －Ｉ／Ｏ ａ

端子容量は、パッケージのピン容量、チップ内部のパッド容量を含んだ平均的な値です。

（４）直流特性

Ｖ ＝５Ｖ±１０％、Ｖ ＝０Ｖ、Ｔ ＝－４０～８５℃ＤＤ ＳＳ ａ

規 格
項 目 記 号 条 件 単位

最 小 標 準 最 大
Ｈレベル Ｖ ＴＴＬ入力 ２．２ － V +0.3 ＶＩＨ ＤＤ

入力電圧
Ｌレベル Ｖ ＴＴＬ入力 V -0.3 － ０．８ ＶＩＬ ＳＳ

Ｈレベル Ｉ Ｖ ＝Ｖ － ０．０１ １０ μＡＩＨ ＩＨ ＤＤ
入力電流

Ｌレベル Ｉ Ｖ ＝Ｖ －１０ －０．０１ － μＡＩＬ ＩＬ ＳＳ

Ｈレベル Ｖ Ｉ ＝－２ｍＡ ３．７ ４．５４ － ＶＯＨ ＯＨ

出力電圧 Ｉ ＝４ｍＡ － ０．１５ ０．４ＯＬ
Ｌレベル Ｖ ＶＯＬ

Ｉ ＝６ｍＡ － ０．２３ ０．５ＯＬ

スリーステート出力 Ｉ Ｖ ＝Ｖ － ０．０１ １０ＯＺＨ ＯＨ ＤＤ
μＡ

リーク電流 Ｉ Ｖ ＝Ｖ －１０ －０．０１ －ＯＺＬ ＯＬ ＳＳ

静止電源電流 Ｉ 出力開放 － ０．１ １００ μＡＤＤＳ
３）

ＩＨ ＤＤ ＩＬ ＳＳ
３）Ｖ ＝Ｖ 、Ｖ ＝Ｖ
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（５）交流特性
Ｖ ＝５Ｖ±１０％、Ｔ ＝－４０～８５℃ＤＤ ａ

NO. 記号 項 目 Ｍｉｎ Ｍａｘ 単位
１ Ф ＣＬＫサイクル時間 １００ ｎｓＣＹ

４）

２ Ф ＣＬＫパルス幅（Ｈｉｇｈ） ５０ ｎｓＨ
４）

３ Ф ＣＬＫパルス幅（Ｌｏｗ） ５０ ｎｓＬ
４）

４ Ф ＣＬＫ立ち下がり時間 ５ ｎｓＦ

５ Ф ＣＬＫ立ち上がり時間 ５ ｎｓＲ

６ Ｔ アドレスのＷＲ↓に対するセットアップ時間 ０ ｎｓＷＡＳ

７ Ｔ アドレスのＷＲ↑に対するホールド時間 ０ ｎｓＷＡＨ

８ Ｔ ＷＲパルス幅（Ｌｏｗ） Ф ＋３０ ｎｓＷＲＬ ＣＹ

９ Ｔ ＷＲパルス幅（Ｈｉｇｈ） ３Ф ｎｓＷＲＨ ＣＹ

入力データのＷＲ↑（またはＥ↓）に対する
１０ Ｔ ３０ ｎｓＤＳ

セットアップ時間
入力データのＷＲ↑（またはＥ↓）に対する

１１ Ｔ ０ ｎｓＤＨ
ホールド時間

１２ Ｔ アドレスのＲＤ↓に対するセットアップ時間 ２０ ｎｓＲＡＳ

１３ Ｔ アドレスのＲＤ↑に対するホールド時間 ２０ ｎｓＲＡＨ

１４ Ｔ ＲＤパルス幅（Ｌｏｗ） ７０ ｎｓＲＤＬ

１５ Ｔ ＲＤパルス幅（Ｈｉｇｈ） ５０ ｎｓＲＤＨ

ＲＤ↓（またはＥ↑）からデータ確定までの
１６ Ｔ ６０ ｎｓＺＶ

遅延時間
１７ Ｔ ＲＤ↑（またはＥ↓）から確定データホールド時間 ６ ｎｓＶＤ

ＲＤ↑（またはＥ↓）から出力フロートまでの
１８ Ｔ ３０ ｎｓＤＺ

遅延時間
１９ Ｔ アドレス、Ｒ／ＷのＥ↑に対するセットアップ時間 ２０ ｎｓＥＡＳ

２０ Ｔ アドレス、Ｒ／ＷのＥ↓に対するホールド時間 ２０ ｎｓＥＡＨ

２１ Ｔ Ｅパルス幅（Ｈｉｇｈ） Ф ＋３０ ｎｓＥＨ ＣＹ

２２ Ｔ Ｅパルス幅（Ｌｏｗ） ３Ф ｎｓＥＬ ＣＹ

２３ Ｔ Ｂｎに対するＡｎのセットアップ時間 ２Ф ＋３０ ｎｓＢＡ ＣＹ

２４ Ｔ Ａｎに対するＢｎのセットアップ時間 ２Ф ＋３０ ｎｓＡＢ ＣＹ

２５ Ｔ ＰＬｎ↑に対するＤＲｎのセットアップ時間 ２Ф ＋３０ ｎｓＰＤＳ ＣＹ

２６ Ｔ ＰＬｎ↑に対するＤＲｎのホールド時間 ２Ф ＋３０ ｎｓＰＤＨ ＣＹ

２７ Ｔ ＰＬｎパルス幅（Ｌｏｗ） ２Ф ＋３０ ｎｓＰＬ ＣＹ

２８ Ｔ ＰＬｎパルス幅（Ｈｉｇｈ） ２Ф ＋３０ ｎｓＰＨ ＣＹ

２９ Ｔ ＵＰｎ、ＤＷｎパルス幅 ２Ф ＋３０ ｎｓＵＤ ＣＹ

”Ｈ”検出時 ２Ф ＋３０ ｎｓＣＹ
３０ Ｔ ＣＬＲｎパルス幅（Ｈｉｇｈ）ＣＨ

同期、エッジ Ф ＋３０ ｎｓＣＹ

３１ Ｔ ＣＬＲｎパルス幅（Ｌｏｗ） Ф ＋３０ ｎｓＣＬ ＣＹ

３２ Ｔ ＬＤ、ＬＴパルス幅（Ｌｏｗ） Ф ＋３０ ｎｓＬＬ ＣＹ

３３ Ｔ ＬＤ、ＬＴパルス幅（Ｈｉｇｈ） Ф ＋３０ ｎｓＬＨ ＣＹ

３４ Ｔ ＲＥＳＥＴパルス幅（Ｌｏｗ） ８Ф ｎｓＲＥＳ ＣＹ

３５ Ｔ ＣＬＫ↑からＩＮＴ↓までの遅延時間 ３１ ｎｓＩＬ

入力ｔｒ、ｔｆ＝５ｎｓ
Ｖｓ＝１．５Ｖ（出力センスレベル）
ＣＬ＝８０ｐＦ（出力負荷容量）
各カウンタグループのビット長が３２ビット以下の場合４）

項 目 記 号 測 定 条 件 ＭＡＸ 単位
出力端子：開放状態

動作時電源電流 Ｉ １．７ ｍＡ５）
ＤＤＯ

＊ＣＬＫ：１ＭＨｚ

消費電力はＣＬＫの周波数にほぼ比例します。５）
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タイミング・ダイアグラム

・クロック
1

CLK
2 3 4 5

・ライト・サイクル（80系モード）

ｱﾄﾞﾚｽ*
6 7

WR
8 9

D0～D7
10 11

・リード・サイクル（80系モード）

ｱﾄﾞﾚｽ*
12 13

RD
14 15

D0～D7
16 17

18
*ｱﾄﾞﾚｽ：CS0、CS1、C/D

・ライト・サイクル（68系モード）
R/W
ｱﾄﾞﾚｽ*

19 20

WR
21 22

D0～D7
10 11

・リード・サイクル（68系モード）
R/W
ｱﾄﾞﾚｽ*

19 20

E
21 22

D0～D7
16 17

18
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・入力タイミング

An
23 24

Bn

DRn
25 26

PLn
27 28

UPn
DWn

29

CLRn
30 31

LD,LT
32 33

RESET
34

・出力タイミング

CLK
35

INT
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（単位：ｍｍ）１１、外形寸法図
・ＺＥＮ２０６１Ｐ

・ＺＥＮ２０６１Ｆ
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ご 注 意

１）本製品および本資料は の著作物です。したがって、本資料の株式会社ジーニック
全部または一部を無断で複製、転載することはご遠慮下さい。

２）本製品及び本資料の内容は性能向上のために、予告なく変更する場合があります。
御使用に際しては、最新の資料を御請求願います。

３）本資料に記載されております内容は工業所有権その他の権利の実施に対する保証
または実施権の許諾を行うものではありません。

４）本資料に記載されております応用回路例は基本的な使用方法を示したものであり、
回路の動作を保証するものではありません。

５）本製品の具体的な運用の結果、他への影響については、責任を負いかねますので
御了承下さい。

６）本製品は一般的な電子機器（電算機、計測機器、産業用ロボット、位置決め装置
など）に使用されることを意図しています。したがって、人命に直接関わる輸送機
器、医療機器、宇宙、原子力関係機器などには使用しないで下さい。

ジーニック株式会社
URL http://www.zenic.co.jp/ E-mail support@zenic.co.jp

大津市大萱1丁目17-14 松政ﾋﾞﾙ6F 〒520-2144 TEL 077-543-2101 FAX 077-543-9431
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